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英語= ??Lル別(リーディング､リスニング､スピーキング､ ーイチイング)授業 


















rALC NetAcademy｣ (アルク社) ､ rFamily Album,USAJ (Prentice Half)を中心に､
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2) Liston to mo(美辞)
3) ToH Mo Moro(仏独)
4) Lina und Leo(也)
5) euroll'ngua Deutsch 1 (独)
6) Toof暮Poworprop(英)










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1 )Listen to Me!









































































Miinchen , Garmisch-Partenkirchen. WiirzbLJrg , Berlin , Konstanz , StLJttgart.

























































































4) BBC: News, Music, Business English
http:/





7) BBC: News, With Transcripts
http://www.bb¢.¢0.uk/worlds即Vi叫
8) CNN: Learning English
http://literacynet.org/cnnsf/archives.html
9) National Public Radio: News Hour, With Transcripts
http://www.E)bs.org/newshour/





12) Advertisements for American Movies
httEI://us.imdb.con/Sections/Trailers/















6) The 1000 Most Common Words
h仇p://e$l.about.corn/library/vocabulary/b1 1 000｣istl.htrTl?once=true&
7) How the Alphabet Developed
httEI://www.wan.umd.edurrfradkin/latin.html
lnt●rm●diato Lovel











13) A Spomng Tost
httE)://www.sentex.net/%7Emmcadams/sDeuing.htrnI
Adv■n¢od Lovo1












2) More Interesting Quizzes
httD://a4esI.org/q/h/JErarnrTlar.htmI
htorrnodjato Lovo1
3) Grammar Test: Made for Japanese University Students
http://flare.media.hiroshima-U.acjEI/eng一ish/grarnrnartest_a.htmf










8) TOEFL Gramrnar Practice
http://esI.about.com/library/quiz/bltoeflqLJiz･htm?once=tru越



















7) Movios and Movie Stars
http://us.imdb.Com/
8) A一ice in Wonderland
httD://the-office. com/be dti me-Story/軸r止htm
Advan○○d Lovo1
9) Daily News Quiz
http://www･nytirnes･com/learning/students/quiz/index･htm1
10) Grirnrn's Fairy Tales
http://www.nationalgeographic･corn/grirn狸∠
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1) Writing: Made for Japanese University StLJdents
httt)I.//flare.rTledia.hiroshima-U.acjD/english/writing/movie.html
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3) The Open Diary
http://www.oEIendiary.com/
Eささy Lovol
4) Writo Funny Sonton¢○S
http://www.aitech.acjp/~itesJs/jaw/wO 1.htrnI






8) Purdue University Writing Lab
httD://owl.ondish.purdue.edu/handouts/ind早X2.htnl
Othor Good Silos






































画面右端にWarurn nicht? Wieso nicht?などの大きなアイコンが並んでいます｡
これはドイツ持学習の教材です｡それぞれチャプター毎のテキスト､音声をダウンロード
できます｡脱明言拝をongtish　にするとwarum nicht?も練習できます｡
















































ChatlinkslhttE)://home.germany.net/1 00-1 1 9876/chatJink.htm]
ドイツ拝でやってるchatのページのリンク集
ドイツ衛によるE-rnaHの交換




























2) die Homepage vorn "Klett International"lhttEI://www.klett-international.de]
Deutsch als Fremdspracheを選ぶといくつかの教材をダウンロードできる｡
3) German Studies Trails on the lnternetlhttEI://www.uncg.edu/～lixlpurc/german.htrnJ]
ドイツ語オンライン学習に関する多くのサイトへのリンクがここにある
4) Deutsche Internet UebungenlhttE)://www.uncg.edu/~lixIEIurC/publications/NetzUeb.htnl】
ドイツ語オンライン学習に関する数十のサイトのリンクがある｡
5) Forurn Deutsch als Frorndsprachelhttt)://www.deutsch-alsiremd印raChe.den
インターネットを利用したドイツ括学習のための多くの情報がある｡
6) Datenbank fuer Uebungen im lnternet zu Deutsch als
Fremdsprachelhttp://www.dout叫n/】








9) DaF-Linksamrnlung Yon Fariborz
Dadkhah【http://www.deutsch-alsirerndsE)raChe.de/daf-links/linksammlung/】
インターネットを利用したドイツ語学習のための多くの情報がある｡
1 0) Texthaus: DudaのLabyrinth-Spiellhttp://texthaus.con/由mes/german/labl.htrnl]
Texthausというオンラインドイツ語学習プログラムを捷供する括学学校の無料ペ-ジ｡賞間に
対して選ぶ項目によって柘の筋が変わるのが面白い｡
1 1 ) German for BeginnerslhttE)://castle.uvic.ca/german/1 49】
ドイツ括学習用のオーITl-ィォ教材や自己診断テストのページ｡



















16) Mainzer Einheiten zur Landes- und Kulturkunde(MELK), nit Audio und
Videomateriallhttp://www.daf.uni-rnainz.de/landeskunde/rnelk.htrn]
音声や画像と拝濃を組み合わせたLandeskundeの授業用の素材がある｡
1 7) Spielerische TestslhttEI://www.iik.com/spiele/sElielnen.htm]
課題付きの聞き取り問題など
1 8) das virtuelle KaufhaLJSlhttD://www.virtuelles-kaufhaus.de/interdeutsch/studienl.htm
初級･中級･上級者用の様々なレベルの課混･ゲ-ム
1 9) Der Computer im SprachunterrichtlhttE)://www.uv.esrholzinge/comb.htrnI]
CALLに関する理論など｡
ドイツ悟岬での情報収集

































2) Die hternationale Deutschlohrer-Verband【http://www.wJu.ca/～wwwidv]
3) The American Association of Teachers of GermanlhttEI://www.aatg.ord




1 ) Suedeutsche Zeitung【httEI://www-dw.gmd.de/sz/1 9951 1 22/Szhorne.htm
2) taz - Tageszeitung【http://www.taz.de/]
3) Die Welt【httEI://www.welt.de/]
オーストリアの新聞
1 ) Der Standard 【httEI://www.derstandard.co.at/derstandard]
スイスの新聞
1) Neue Zuercher Zeitung [httEI://www.access.ch/nzz/]
2) Tages-Anzeiger 【httE)://www.thenet.ch/tages-anzeiger/]
遺間新聞
1 ) Das Sonntagsblatt lhttE)://www.rTlaZ.net/dasjonntagSbJatt/】
2) Die Zeit 【http://rTluenChen.bda.de/bda/ant/zeit/]
雑誌
1 ) STERN MAGAZlN lhttEI://www,Stern.de/mag/】
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ジーゲン大学Universitaet Siegep_
きユトットガルト大学Universitaet Stuttgart
トリーア大学Universitaet Trier
テユービンゲン大学Eberhard-Karls-Universitaet Tuebingen
ウルム大学Universitaet Ulm
?ッパータール大学Bergische Universitaet Wuppertal-
ビュルツブルク大学
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オーストリアの大学
ダラーツ大学　KarI-Franzens-Universitaet Graz
インスブルック大学　Universitaet lnnsbruck
Montan Universitaet Leobon
ザルツブルク大学　Universitaet Salzburg
ウィーン工科大学Technische Universitaet Wien
ウィーン大学Univorsitaot Wion
-ン　　大　　Wirtsch8ftsuniversitaet Wien
スイスの大学
ザンクト･ガレン大学Universitaet St. Gallen
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6.東北大学におけるCALL用教材の導入に向けて
東北大学では､平成14年度から新カリキュラムが導入され､その日玉としてOALL
を使用した外国語の授業の実践が本格的に始まっている｡とりわけ､英拝では､実践
英括Ilが平成1 5年度から始まJtJ､これはCALLを利用した自習システムを利用して､そ
の結果としての外部検定拭験によるスコアで単位を認定するものであり､文系学部では
必俸となっている｡そのため､学生は､ 1度のみ大学の費用負担でTOEICの試験を受
験することが出来る｡
この実践英語Hの学習のために導入されるのが､ NetAcadomyであり､本研究の
研究分担者が導入の際､選考に当たった｡他の多くの大学での導入美練からもうかが
えるように､ TOEIC対策として作成されたものであり､かうネットワーク対応である点で､
LANにつながっていれば学内のどこからでもアクセス可能であり､非常に優れている｡
残念ながら､まだNotA¢adomyのようにネットワーク対応型の外国括学習ソフトはほと
んどない｡いつでも､どこでも､どこからでも､というマルチメディアの特性を生かすために
は､是非ネットワーク対応型の学習ソフトの開発が必要である｡
このCALL施散を効果的に使用するためにいくつかの提言をしたい｡
1 )情報リテラシー教育の必要性
外国許の授業は､コンピュータリテラシーの授業ではない｡だから､ CALL導入の
前捷として､コンピュータリテラシーの必修化はどうしても必要である｡既に､小中高で
は情報教育が行われているが､大学においても改めて情報教育は必要である｡本研究
の実施の際にも､学生の間にしばしばあまりにも経験の差がありすぎ､すぐに外国語学
習に入れないという事態が生じた｡また､ Wob教材を使ったり､ネットワークを使用する
ことからメディアリテラシー教育､情報倫理の教育も必要である｡これらの基礎の上に立
って初めて外国語教育が可能となる｡
2)ネットワークの維持･管理･メンテナンスおよび予算措置の必要性
cALLを利用した外国詩教育は､カリキュラムの中に組み込む必要があるが､組
み込むということは､それがルーティン化することを意味する｡継続するためには､この
ルーティン化は必事である｡そのためには､外国括教官にとって､システムの運用･管
理は大きな負担となる｡多くの外国請教官がcALLと聞いて尻込みするのは､この運′
用･管理の負担のせいでもある｡この点をはっきり分散して実施することが当面は必要
であろう｡また､ハードの不備が授業全体をも不可能にすることを考えれば､TAなどを
積極的に活用した迅速な対応が必要だ｡
また､ハードのメンテナンスだけでなく､ソフトのメンテナンスも必要となる｡定期的
にハードをヴァージョンアップする必要があるのはもちろんだが､ソフトも定期的にヴァー
ジョンアップする必要があり､それらに対する予算措置は欠かせない｡従来の予算措置
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～の考え方では､なかなかこれらのメンテナンスの費用は予算化されないが､外国語教育
を薫に生きたものとするためにはどうしても必要である｡
事た､CALLが自習型を基本としている以上､自習時間の管理要員が必要不可
欠である｡TAなどを積極的に使用することになるかと患うが､管理要員の予算措置が
必要だ｡また､学習者の便宜を考えれば､自習専用の教室を放けられると一章良い｡し
かし､本学では､メディア棟は情報処理教育センターとしての機能も持っているので､そ
ちらと兼用できるためには､ WWWを利用するネットワーク対応型教材が一番ふさわし
い｡
3)新たな外国請教育の理念とその実施のためのかノキュラムの必要性
カリキュラム改正で､専門科目がどんどん下に降りている現在､外国拝の単位数
は減少し､時間数も減少している｡しかしながら､他方でこ外国拝の必要性､外国語運
用能力の向上が叫ばれているという矛盾した情況に我々は立たされている｡そのジレン
マの｢救世主｣的役割を担わされているのがcALLである｡ CALLを十分に活用するた
めには､その特性を生かすシステムを構築する必要があると同時に､ソフトの充実も必
要不可欠である｡また､従来の教皇の概念にとらわれずに､学習者がやりたい時に外
国語を学習できる体制を整えておくことなくして､外国括能力の向上ははかれない｡
そのためにも､まず求められるのはWob経由で利用可能な外国詩学習ソフトであ
る｡その意味では､本報告嘉でも紹介した大阪大学のrOCM教育システム｣や｢新世
界｣のような独自なシステムの構築は意味がある｡通常の教室では行えないきめ細かな
指導が可能となる｡
あるいは､広島大学や東北学院大学で行っているような独自のドリル形式の練習
問題の作成システムの開発は､教官個人が簡単に自分のクラスにあった練習閉居をモ
ディファイすることを可能としてくれる｡
確かに､Wob上には様々な外国拝学習教材がある｡しかし､それらは通常の大学
での外国籍学習のような半年､ないしは1年間の使用という目的のために作成されたも
のではなく､ ｢断片｣に過ぎない｡我々外国請教官は､それらの｢断片｣を自分の授業の
目標にあわせて､選別し､組みあわせる事前の作業が必要となる｡だから､半年間のカ
リキュラムを組むにはかなりの作業時間を要する｡
その点で､市販のCD-ROM教材は､その労を省いてくれる点で教師にとっては
ありがたい｡本報告霊で評価の対象としたものに､様々な音詩のヴァージョンがある教
材がある｡理由は､外国許間の学習内容のばらつきをなくすことが出来るのと､棟数の
外国籍を学習する際に､学習者の立場に立つと､複数言帯を比較しながら学習を進め
ることが可能であり､便利であるからである｡
市販されている様々な洋学学習用CD-ROMやWEB上で公開されているプログラ
ムは､いずれもそのままでは使いづらく､大学のかノキュラムに組み込まれた新しい教材
の開発が急務であることが分かっている｡幸い､ NotA¢adomyはTOEICの拭験対策と
いう｢カリキュラム｣に対応したソフトである｡全く独自の教材を開発するという選択もあり
得るが､そのためには美大な時間と資金を必要とする｡現在までの外国語教育の蓄積
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Iを考えれば､既成の教材をいかに有機的に組み合わせて効果的な停学教育をできる
かの方が緊急の課題であろう｡
英括教育において､聞く･話すに力点をおいた実践英拝が改けられ､このうち､
TOEICなどの外部棟準拭境の結果による単位故定を行う実演英括JJ科目においては､
そのための自学自習環境を捷供するものとしてCALLが位置づけられているように､外
国括教育において｢コミュニケーション能力｣の向上が求められている｡
外国請教育においては､従来からの教材･教具に加えてマルチメディアなどの革
新的機能を持つ情報媒体を活用できる環境が整いつつある｡これは今日の外国拝教
育の方法を改善していく上で､様々な可能性をもたらすものと考えられる｡しかし､もち
ろん新たな媒体といえども完全なものではなく､従来の方法に完全に置き換わることが
出来ない面があることは確かである｡そのために従来の方法とマルチメディアを活用し
た方法との比較･組み合わせは重要な意味をもつであろう｡
その意味で､今求められるのは､明確な学習目標を備えたカリキュラムである｡ CA
LLを単なる検定拭験のための道具に終わらせないためには､大学全体での外国簿教
育に関する放論が必要である｡少ない授業時間で効果的な外国詩教育を行うというこ
とが意味しているのは､削減された時間に学習者が自習しているという情況がなければ
不可能である｡それを可能にするのがcALLであり､学晋内容の再整理が必要である｡
通常の教主での授業､プリントメディアを使っての授業､ LL教主での授業､ cALL教皇
での授業､自宅での学習､遠隔地での学習と､さまざまな形態の外国括学習を､その
特性を生かしながら､学習内容ごとに振り分ける作業が必要であろう｡
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